
都市経営市民会議での意見に対する対応について

No. 区分 発言者 該当施策 ご意見内容 回答

1 都市計① 中川会長 全般

行政の公益的評価に際しては、成果の捉え方が多岐
にわたるため、なにをもって成果とするのかといっ
た指標の選び方が重要である。また、ＫＰＩとＫＧ
Ｉの定義を明確に切り分け、行った仕事量（アウト
プット）と実際の成果（アウトカム）を区別する事
が必要である。

会長ご指摘のとおり、指標の選択については、ロ
ジックモデルを用い適切に判断を行います。また、
中期基本計画では、アウトプットとアウトカムを区
別し記載いたします。

2 都市計① 中川会長 全般

満足度を指標にする場合があるが、行政サービスの
評価に用いるのは危険であると考える。
それは行政が市民に対して向上させるべきは、満足
度ではなく、納得度であるべきだからである。現行
計画においても、いくつかの満足度を測る指標があ
るため、再考いただきたい。

ご意見ありがとうございます。市民アンケート調査
等によって、計画前期から満足度を計測しているこ
とから、今回はその継続性を担保するために、満足
度を引き続き測定いたしますが、ご指摘の重要性を
踏まえ、次回総合計画策定時などに検討して参りま
す。

3 都市計① 中川会長 全般

しっかりと計画に関連する法律や条例の明示をして
いただきたい。

ご意見を受け、関連する個別計画については精査を
行い、引き続き計画に記載いたします。法律や条文
につきましては、施策単位で切り分けが難しいこと
や、紙面上の記載が難しい分量になることなどが想
定されるため、市民の読みやすさなどに配慮し、今
回は実施しない方向で検討いたします。

4 都市計① 中川会長 全般

住民自治が弱まることは団体自治に過大な負担をか
け、地域全体へ影響を及ぼす。次期計画の策定に向
けては、その危機感を共有した上で、各部門が住民
自治との分担をどのように実現するかについて見直
していただきたい。このときに、行政委員会は例外
的に扱われやすいが、例えば、公平委員会が処理す
る案件数を公開し、その情報を住民と共有すること
は、行政施策が適切に行われている証拠として重要
である。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とさせ
ていただきます。

5 都市計① 中川会長 全般

住民自治は自治会及び町内会だけが行うものではな
く、各個人や家庭でも「できることを行う」という
認識が必要であり、次期計画には各施策にそれぞれ
具体的に記載いただくことも検討いただきたい。

中期計画への反映としては、以下を想定し、各個人
や家庭が「できることを行う」と認識ができるよう
にいたします。
・基本計画の各施策にある「生活のなかでみんなが
できること」を、より市民が主体性をもって発揮す
るようなタイトルに変更するとともに、市民アン
ケート調査結果などをふまえ、さらに充実させま
す。
・現基本計画ｐ25の「基本計画の推進にあたって」
に、住民自治に関する記述を行います。
・現基本計画のp26の「基本計画の構成」部分で「生
活の中でみんなができること」の説明を更に強調し
ます。

6 都市計① 中川会長 全般

教育分野における住民自治の担い手はＰＴＡであ
る。しかし、現在そのＰＴＡが弱体化していること
が問題となっているが、現行計画にはこの問題につ
いて触れられていない。共働き化が進む現代社会に
おいて、変化をただ眺めるのではなく、自治組織は
今後どのように変化し、それをどのように捉え、施
策を立案すべきかを考える必要がある。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とさせ
ていただきます。

7 都市計① 中川会長 全般

人口施策について、出生率の向上を重視する自治体
も多くあるが、出生率を向上させることは、地方自
治体の能力を超えており、難しいと考えている。出
生率が上昇している自治体は、地価の安さや戸建て
住宅の建てやすさなどの要素により、若い世代の移
住者を獲得している自治体である。
 香芝市においても、若い世代が住みやすいまちづく
りを目指すべきであり、非正規労働者を減らすなど
の取組が重要である。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とさせ
ていただきます。
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No. 区分 発言者 該当施策 ご意見内容 回答

8 都市計① 中川会長 15

退職された方など地域人材となりうる方々が地域で
活動するためには、地域に協調性をもって入り込ん
でいくためのスキルが必要である。地域との関わり
をもつことができるような社会教育の実施に努めら
れたい。

市民同士の学び合いの場として、「夏のかしばアカ
デミー」を令和5年から実施している。これは市民が
講師として、または受講生として参加し、自身の得
意なことや趣味、生きがいなどを教えあう（学び合
う）こと目的としており、この事業を通して、地域
での居場所づくりや人材育成に寄与するものと考え
ております。
また、地域貢献を希望する方への機会提供として、
例えば、子どもたちの健やかな成長を見守るための
ボランティア（登下校時の見守りや園芸等）などを
学校・地域パートナーシップ事業において募集して
おります。

9 都市計① 中川会長 13～15

環境及び経済的に恵まれた方へのものとなっている
状況があり、危惧している。例えば、慢性病を抱え
る人たちや社会的に孤立している人々、また一人暮
らしの人々、家庭に恵まれない子どもたちなど社会
的に弱い立場の方に向けての生涯学習をやっていか
なければ、更なる社会格差の拡大につながっていく
恐れがある。
　また、そのような人材が鍛えられて、地域に入り
込むことによって、地域団体や自治会活動の活性化
へと還元されるような連動性が向上することもある
だろう。
このように、施策１３～１５は深く関連しているこ
とを行政内部でも議論いただき、施策の方針の転換
を図っていただきたい。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とし
て、所管課とも共有いたします。

10 都市計① 中川会長 全般

最終アウトカム指標のみが記載され、それに紐づく
行政活動である中間アウトカム、アウトプットが指
標化されていないために、評価のポイントが見えに
くい。是非工夫いただきたい。

No１のとおり

11 都市計① 中川会長 18
地域計画という言葉が出てきたが、正式名称は何
か。

以下、ご参照ください。
（参考）農業経営基盤強化促進法
第十九条　同意市町村は、政令で定めるところによ
り、前条第一項の協議の結果を踏まえ、農用地の効
率的かつ総合的な利用を図るため、当該協議の対象
となつた農業上の利用が行われる農用地等の区域に
おける農業経営基盤の強化の促進に関する計画(以下
「地域計画」という。)を定めるものとする。

12 都市計① 加藤委員 全般

前期基本計画のふりかえりシートの「行政評価にお
ける担当課の進捗評価」と「指標の進捗状況の評
価」が必ずしも連動していない施策が見受けられ
る。理想的には、「指標の達成状況が良いものが、
施策として順調である」というように、施策達成度
の基準になるべきであろうがそうなっていない。
理由として考えられることは、評価指標の設定自体
に問題があるか、また、反対に担当課の主観的な評
価が誤っている可能性も考えられ、評価の解釈に注
意が必要である。いずれにせよ、次期計画を考える
際には、評価指標の見直しは必要と思われる。

現在、総合計画の策定のために各所管で取り組んで
いるロジックモデルを使って、施策目標に対する事
業の因果関係や評価指標の妥当性について改めて整
理しているところですので、今後体系立ててお示し
たいと考えています。

13 都市計① 縄田委員 18

市内酒造会社香芝産酒米使用率の実績値が目標値を
下回っていることに関して、酒米の出荷量は毎年増
えているが、香芝市産酒米以外を使用した酒の出荷
量が増加していることから、割合としては下がって
いると聞いている。指標については、農地面積の拡
大という観点から効果測定するのが良いのではない
か。ただし、現状として酒米を作っている者も、６
５歳以上と高齢の方が多く、１０年後に市内で米を
作る場所あるのか、また担い手がいるのかというこ
とが気がかりである。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とし
て、所管課とも共有いたします。



No. 区分 発言者 該当施策 ご意見内容 回答

14 都市計① 縄田委員 18

今後、米を作らなくなれば、農地の保水性もなくな
り、それによって土砂崩れが生じる可能性が増すこ
とも想定される。農業分野の課題という認識に留ま
らず、災害対策の方面からも対策を検討いただきた
い。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とし
て、所管課とも共有いたします。

15 都市計① 平井委員 21

高齢者に限らず、様々な方が詐欺のターゲットにな
り得る。行政、金融機関及び警察が連携しながら、
防止に努める必要がある。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とし
て、所管課とも共有いたします。

16 都市計① 船木委員 13

自治会における問題としては、高齢化による役員の
なり手不足がある。昨年、新たに自治連合会への加
盟の申し出があった自治会でも役員のなり手がな
く、辞退するという事案があった。
また、こども会の事例であったこととして、前例に
則って運営いただくなかで、形骸化していた部分も
あったが、予算と権限を与え、自主性を尊重するこ
とで住民の意欲の向上につながり、組織が活性化す
るケースもあった。うまくいっていない場合は、現
状からの方針転換も必要と考える。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とし
て、所管課とも共有いたします。

17 都市計① 船木委員 18

私の住む地域で農業に関するアンケート調査を実施
したが、「農業を続けたい」と回答された方は非常
に少なかった。農業を辞められる方の大半は、農地
を貸したり売ったりされると思うが、地域の調和を
保つためには、無秩序な開発が進まないよう、行政
が調整する必要があると思う。

現在、市街化調整区域内農地において、10年後の農
地の利用方針を定める計画の策定を進めています。
この計画に含まれる農地については、自由に農地転
用ができないため、無秩序な開発の抑制になりま
す。

18 都市計① 𠮷村委員 全般

香芝市は住み良い、働きやすい、子育てに適した、
治安の良い町であるべきと考える。その中で、商工
会が担うべき役割の一つは、しっかりと働ける場所
を確保することである。
香芝しごと展では農業委員会と協働したり、香芝み
らい塾では金融機関と協力したりとさな連携も図っ
てきたが、これからもまちづくりの中でできること
はまだあると思っている。
商工会は様々な要素をつなぐ接着剤の役割を果たし
ていきたい。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とし
て、所管課とも共有いたします。

19 都市計① 𠮷村委員 13

自治会の加入率は微減ということだが、私が住む地
域においても新しく住み始めた方々の中に、自治会
への加入をためらう世帯が増えている。以前は、祭
りなどの運営を通じて子どもだけでなく家族全体も
巻き込む形で、地域のつながりがうまく機能してい
た。しかし、コロナ禍により祭りや神事も中止が増
え、その後消極的な傾向が見らる。行政において、
様々な施策が考えられているが、地域においても取
り組むべきことや守るべきことがあるのではないか
と考える。

ご意見は総合計画中期基本計画の策定の参考とし
て、所管課とも共有いたします。

20 都市計① 𠮷村委員 18

実際に香芝市で農業を始めたいという声をよく聞く
が、農地の借用方法や依頼先がわからないといった
意見も聞く。そのため、これらの方々への情報提供
を行うことで、新たな農業の担い手が見つかるので
はないかと思う。

農業委員会窓口にて、農地法手続き及び新規就農に
ついて案内をしています。農地の貸し借りについて
は、受け手と出し手のマッチングを行う機関である
公益財団法人なら担い手・農地サポートセンターを
紹介しています。また、非農家の方が野菜作りを行
うことができる特定農地貸付事業も実施していま
す。




